
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第５回 学区別会議（玉津学区） 

 

日時：平成 25 年 11 月 6 日（水） 

19：30～21：30 

場所：玉津会館 

 

 

 

次  第 

 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第４回のふりかえり 

３．意見交換 

○プロジェクトの絞り込み 

○取り組み実現の方向 

○まちづくりのテーマ 

４．今後の進め方 

５．一言感想 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 玉津学区 】 

            H250724 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 

1  赤野井 谷口 喜久 たにぐち よしひさ 

2  赤野井 赤井 武志 あかい たけし 

3  赤野井 堀井 久嘉 ほりい ひさよし 

4  赤野井 田中 善也 たなか よしなり 

5  赤野井 徳地 智映 とくち ちあき 

6  矢島 林 俊行 はやし としゆき 

7  矢島 北野 進 きたの すすむ 

8  矢島 藤田 康彦 ふじた やすひこ 

9  矢島 大塚 美和 おおつか みわ 

10  石田 赤井 清司 あかい きよし 

11  石田 金野 弘子 こんの ひろこ 

12  石田 澤田 文子 さわだ ふみこ 

13  石田 中西 清重 なかにし きよしげ 

14  十二里 荒木 勝司 あらき かつじ 

15  十二里 十二里 勝美 じゅうにり かつみ 

 
事務局  

・ 濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 松岡 幹雄 ・鈴木 文男 ・松山  正 
・ 坪内 稔夫 ・吉原 史雄 ・足立 慎也 
・ 奥村 彰彦 ・田渕 誠一 ・小野田 敦 ・貞松 純子 
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学
区
別
会
議
の
進
め
方
 

                        

 

 全
体
会
議
 

 事
務
局
 第

２
回
 

 学
区

の
魅
力

づ
く

り
・

活
性
化

の
素
材

と
な

る
「

宝
も
の

」
を
見

つ
け

る
 

 

(
1)

学
区

プ
ラ

ン
の

内
容

と
検
討

方
法
 

・
市

か
ら
説

明
し

再
確

認
 

(2
)ま

ち
の
魅
力
発
掘
 

①
わ

た
し

の
ま

ち
は

こ
ん

な
ま

ち
 

・
ま

ち
の

特
徴

、
自

慢
で

き
る

と
こ
ろ

は
何

か
 

②
ま

ち
の
「
宝
も

の
」
探

し
 

・
歴

史
や

自
然

、
そ

の
他

で
き

る
だ

け
多

く
出

し
、

特
性
を

み
つ

け
る
 

 

第
３
回
 

 宝
も

の
を

活
か

し
た

学
区

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
を
考
え
る
 

  

(1
)前

回
（
第
２
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
地

域
の

特
徴
、
資

源
の

特
性

を
確

認
・

共
有
 

・
大

き
な
見
落
と
し
や
考
え
方
の
違
い
は

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
 

・
ま

ち
の
主
な
問
題
点
や
課
題
は
何
で
し

ょ
う
。
今
の
問
題
、
そ
し
て
子
や
孫
の

時
代
も
見
通
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

・
学

区
活
性
化
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
ど

ん
な

ま
ち

に
な

っ
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す
か
？
 

 

第
４

回
 

 
（

ま
ち

づ
く

り
の

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
）

進
め
た
い
取
組
を
考
え

る
 

  

(1
)前

回
（
第
３
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

と
方

向
の

整
理

結
果
を
確
認
 

(2
)取

組
の
ア
イ
デ
ィ
ア
 

・
学
区
を
活
性
化
す

る
た
め

の
具

体
的

な
取

組
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
し

ま
し

ょ
う
。
 

・
地
域
資
源
を
活
か

し
、
既

存
の

活
動

や
事

業
も

上
手

に
取

り
込

ん
で

い
き

た
い
。
 

3)
取
組
実
現
の
課
題
 

・
具
体
化
す
る
た
め

に
必
要

な
こ

と
、
協

力
が
必
要
な
相
手

な
ど

は
な

い
か

 

第
５
回
（
本
日
）
 

 
取

組
内

容
の

と
り

ま
と

め
、
確

実
・
効
果

的
に
進

め
る

方
法

を
考

え
る
 

 

(
1)

前
回

（
第

４
回

）
の

到
達

点
を

確
認
 

・
取

組
の

ア
イ
デ

ィ
ア

の
整

理
結

果
を

確
認
 

(2
)取

組
内
容
の
と
り
ま
と
め
 

・
検

討
内

容
を

プ
ラ

ン
と

し
て

整
理
 

・
キ

ャ
ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

等
 

(3
)プ

ラ
ン
の
推
進
 

・
役

割
分
担

（
地

域
、

市
等

）
 

・
実

現
の
手

順
な

ど
 

 

・
地

域
の

特
徴
・
資

源
デ

ー
タ

の
整

理
、

特
性

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 

 

・
学

区
プ
ラ

ン
 

と
り

ま
と
め
 

・
取
組
の
テ
ー
マ
を
整
理
 

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向

の
関
係
を
整
理
 

・
既
存
計
画
・
事
業
の
整
理
 

・
実

現
課

題
関

連
情

報
の

収
集
 

・
取

組
内
容

ま
と

め
 

・
進

捗
状
況

報
告

 

・
学

区
の
方

向
性

確
認
 

 

・
進

捗
状
況

確
認

 

・
学

区
間

連
携

や
全

市
的

取
組

の
検

討
 

・
活

性
化
プ

ラ
ン

と
り

ま
と
め
 

・
進
捗
状
況
報
告
 

・
学
区
の
方
向
性
確
認
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年９月 18 日（水）午後７時 30 分から玉津会館において、守山まる

ごと活性化プラン検討委員会の第４回学区別会議を開催しました。 

玉津学区にお住まいの住民 14 名で、まず前回会議で出された学区のまちづく

りを進めていく上での課題や方向性について、大きな見落としがないかなどふり

かえりました。次に、学区のまちづくりの具体的取り組みについて話し合い、最

後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３つのテーブルに分かれ、前回会議で出された『玉津学区の課題・活性化の方向性』の再確認を行

い、そこで出された意見をもとにして、学区の活性化の取り組みを話し合いました。 

○ 『具体的な取り組み』としては，「今住んでいる人の生活を守るため、安全・安心のまちづくりの推

進、人と人との交流の促進、少子化対策の充実などの取り組み」、「新しい人を受け入れるための地

区計画の策定、調整区域の見直し」、「地区を活性化するための楽しいイベントの実施」、「伝統ある

資源や行事を活用した学区の PR」、「琵琶湖・赤野井湾・河川という水のネットワークを活用した

特色ある学区の整備」、「メロン・矢島かぶら・鮒寿司などの特産品を活用した取り組み」など、幅

広いアイデアが出されました。 

○ 特色ある地域資源をどのように活かしていくのかという点から議論がなされましたが、「住んでいる

人自身も楽しめる取り組みが重要」、「イベントなどは学区全体で行い学区がまとまることが重要」、

「学区のことを“知ってもらう”、“興味を持ってもらう”、“来てもらう”という一連の取り組みが

重要」など、学区のまちづくりの理念にもつながる意見も出されました。 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：谷口学区長より 

②内容説明：会議当日のプログラム内容、第３回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの取り組みを考える』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成25年 10月発行

第 4 回 

学区別会議 

[玉津学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に玉津学区の『まちづくりの具体的取り組み』について話し合いました 

▲テーブル毎に話し合いました

▲多くの意見が出されました ▲意見を整理していきます ▲成果を発表し参加者で共有
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第 4回 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 玉津学区 第 4回 

日 時 2013 年 9 月 18 日（水） 19：30～21：30 

会 場 玉津会館 

参加者 

住民 14 人（赤野井 4人、矢島 4人、石田 4人、十二里 2人） 

守山市（松岡、鈴木、松山、坪内、吉原、足立） 

地域未来研究所（奥村、田渕、小野田、貞松） 

会場設営 ３テーブルを配置。くじでテーブルを指定して着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（谷口学区長） 

 

２．説明 

①本日のプログラム内容（奥村） 

②第 3回検討結果の説明（奥村） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果（課題・活性化の方向性）を整理した資料を見ながら、抜けてい

るたからものの追加、分類の再検討を行った。 

・課題項目としての「人口減少・少子高齢化」については、他の多くの課題を生み

出す背景課題をなっているため、「地域産業の衰退」や「地域の伝統・行事・活

動の担い手不足」、「人と人のつながりの希薄化」などを包含する課題としての表

記が必要という指摘がなされた。 

・活性化の方向性としては、「新しい人が住みたい、入りやすいまちづくり」につ

いて、「今住んでいる住民が、今後も住み続けたいと思うまちづくり」も重要と

の指摘があった。このため、この項目には「住民が住み続けたいと思うまちづく

り」という意味を付加した表現に変える方向で合意した。 

・また、「伝統ある行事を伝え、みんなが共感できるまちづくり」の項目について、

琵琶湖や歴史的資源を活用して地域を活性化する取組も重要との指摘があった。

・その他、「学区の課題」および「学区の活性化の方向性」について、新たな追加

項目の指摘があり、資料にそれらを反映させることとなった。 

②学区のまちづくりの取り組みを考える 

・学区の課題とまちづくりの方向性をもとに、具体的なまちづくりの取組のアイデ

ア出しを行った。 

・提案されたアイデアは多岐にわたるが、①今、住んでいる人を守る、②新しい人

を受け入れる、③伝統を生かして地区の活性化を図る、④玉津の特産物を活用す
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第 3 回玉

る

後

⑨学

・取

し

 
４．

・テー

イデ

 
５．

・次回

玉津学区会議

、⑤水のネッ

も安心して楽

学区全体での

り組みのアイ

た。 

結果の発表

ーブル毎に参

デアを発表

その他 

回会議の開催

議の様子 

ットワークを

楽しく暮らせ

のイベント

イデアカード

・共有 

参加者の代表

し、共有化し

催日時は、1

 

を生かす、⑥

せる地区を目

・祭りによる

ドは模造紙に

表が学区のま

した。 

1 月 6 日（水

⑥地区の若い

目指す、⑧自

る活性化など

に貼り、グル

まちづくりの

水）19:30～玉

い人が語り合

自然（水や生

どのアイデア

ルーピングし

の取組につい

玉津会館にて

合える場の創

生物）を守り

アが提案され

して概略の特

いて参加者の

て開催が決定

創出、⑦老

活かす、

れた。 

徴を整理

様々なア

定された。
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2. 第 4 回学区会議の意見まとめ 

玉津学区のまちづくり活性化の具体的な取り組み（アイデア）をまとめた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜玉津学区のまちづくり活性化の具体的な取り組みの主な提案例＞ 

■玉津の歴史・伝統活用プロジェクト 

① 歴史、伝統の語り部等の育成と活躍の場づくり（高齢者の活躍の場としても）。 

■玉津のお宝発見プロジェクト 

② 玉津学区の神社仏閣を巡る歩こう会の開催（ツアーの開催）。 

③ 一般の人にもわかりやすい地域資源の説明看板の設置。 

■赤野井湾再生プロジェクト 

④ 赤野井湾の漁業の観光資源化→琵琶湖～諏訪屋敷を結ぶ水運遺構の整備。 

⑤ 子どもの自然体験基地としての整備（カヌー、田舟、キャンプ、魚つかみ、投網体験等）。

■琵琶湖の水辺を楽しむプロジェクト 

⑥ 湖周道路の設定、体力づくりコース、リーダーの育成。 

■玉津ホタル祭り推進プロジェクト 

⑦ 天神川をホタルの保護区として整備・PR → 運動公園までの来訪者を玉津まで呼び込む。

⑧ 守山地区のホタル祭りを玉津学区にも拡大。 

■みんなで玉津を盛り上げようプロジェクト 

⑨ 市民運動公園を活かしたスタンプラリー・クイズ等のイベント開催、フリーマーケット開催。

⑩ 一本こうじ相撲大会の開催。 

■玉津の特産品活用プロジェクト 

⑪ 守山メロンを活用したスイーツの開発、スイーツグランプリの開催。 

⑫ 玉津の特産品を活用した料理教室・試食会の開催（矢島かぶら、赤野井ういろ等）。 

■食の地産地消推進プロジェクト 

⑬ 琵琶湖の魚の地産地消の促進。 

■玉津の行事・イベント PR プロジェクト 

⑭ 伝統行事・イベントなどを一つのパンフレットで PR。 

■住民の安心・安全創出プロジェクト 

⑮ 少子化対策・子育て支援の場、住民交流の場づくり、住民の集いの場・生きがい形成。 

■定住促進プロジェクト 

⑯ 地区計画の策定、調整区域の見直し、学区全体での生活慣行見直し。 
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2
.1

 
学

区
の

ま
ち

づ
く

り
の

取
り

組
み

の
ア

イ
デ

ア
（

個
別

）
 

 
分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

玉
津

の
歴

史
・

伝
統

活
用

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

学
区

内
の
歴

史
・

伝
統

（
お
寺
や
神
社
、
祭
な
ど
）
 

東
・

西
別
院

（
赤

野
井
）
、
少
林
寺
（
矢
島
）
 

歴
史
・
伝
統
の
語
り
部
等
の
育
成
と
活

躍
の

場
づ

く
り

（
高

齢
者

の
活

躍
の

場
と

し
て

も
）
 

住
民
に
よ
る
利
用
促
進
・
学
区
と
し
て

の
活

用
（

東
・

西
別

院
）

 

 
 

 
 

一
休
和
尚
が
開
祖
の
少
林
寺
を
一
般
公
開
し

て
拝

観
し

て
も

ら
う

（
沢

山
の

宝
物

が
あ

る
）
 

 
 

お
宮

さ
ん
の

自
然

素
材
（
十
二
里
）
 

自
分
た
ち
で
集
め
た
自
然
素
材
で
つ
く

る
「

し
お

り
・

お
も

ち
ゃ

づ
く

り
」
 

 
 

伝
統

的
な
文

化
や

言
い
伝
え
・
歴
史
資
源
 

伝
統
的
な
事
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
語
り

部
と

な
っ

て
、
子
供

会
、
婦

人
会
等

で
伝

統
を

伝
え

て
い

く
。
伝

統
文
化
の
後
継
者
づ
く
り
 

玉
津

の
お

宝
発

見
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

神
社

・
仏
閣

・
史

跡
・
文
化
遺
産
等
 

玉
津
学
区
の
神
社
仏
閣
を
巡
る
歩
こ
う

会
の

開
催

（
ツ

ア
ー

の
開

催
）
 

 
 

諏
訪
屋
敷
 

→
 

川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

い
く

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 
 

 
 

一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
看
板
の
設

置
 

 
 

学
区

内
の
名

所
 

名
所
発
見
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
企
画
 

 
 

美
し

い
田
圃

や
畑

（
休
耕
田
）
 

老
後
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
づ
く
り
 

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
Ｐ
Ｒ
 

市
民
農
園
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間

づ
く

り
、

居
場

所
づ

く
り

、
社

会
貢

献
 

赤
野

井
湾

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

赤
野

井
湾
・

内
湖

・
水
路
 

赤
野
井
湾
の
漁
業
を
観
光
資
源
化
し
て
漁
業

を
盛

り
上

げ
る

。
 

 
→
琵
琶
湖
～
諏
訪
屋
敷
を
結
ぶ
水
運

遺
構

の
整

備
 

 
 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
手
を
組
ん
で
外
来
種
植
物
の

除
去

を
授

業
の

一
環

に
し

た
り

、
子

供
た

ち
が

楽
し

ん
で

地
域

の

“
た
か
ら
も
の
”
を
五
感
を
使
っ
て
知
る
き

っ
か

け
を

つ
く

る
。

 

 
 

 
 

環
境
整
備
で
モ
ロ
コ
や
フ
ナ
が
釣
れ
る
よ
う

に
。

 

 
 

 
 

観
光
漁
業
、
赤
野
井
湾
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
（
外

か
ら

来
て

い
た

だ
く

）
 

 
 

 
 

探
検
ツ
ア
ー
の
企
画
→
学
区
の
子
ど
も
会
、

保
護

者
が

計
画

し
て

実
施

。
 

 
 

 
 

子
供
の
自
然
体
験
基
地
と
し
て
の
整
備
（

カ
ヌ
ー

、
カ
ヤ

ッ
ク
、
田

舟
、
キ
ャ
ン

プ
、
魚

つ
か
み

、
魚
釣

り
大

会
、
投
網
体
験
）
 

 
 

湖
岸

の
歴
史

と
文

化
の
記
憶
 

屋
形
船
ツ
ア
ー
（
草
津
の
ハ
ス
も
取
り
込
む

）
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分
類

 
活

用
す

る
た

か
ら

も
の

 
活

性
化

の
取

り
組

み
 

琵
琶

湖
の

水
辺

を
楽

し
む

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

水
に

関
わ
る

自
然

・
緑
 

琵
琶
湖
湖
周
道
路
沿
い
に
ボ
ン
ボ
リ
・
照
明

等
、

自
治

会
の

交
代

制
に

よ
り

実
施

。
 

環
境
、
住
み
や
す
さ
、
心
の
安
ら
ぎ
を
創
出

す
る

 

 
 

琵
琶

湖
・
湖

岸
・

河
川
 

湖
周
ロ
ー
ド
の
設
定
、
体
力
づ
く
り
コ
ー
ス

、
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

 

玉
津

ホ
タ

ル
祭

り
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

ホ
タ

ル
、
ホ

タ
ル

祭
 

天
神
川
を
ホ
タ
ル
の
保
護
区
と
し
て
整
備
・

Ｐ
Ｒ

 

←
 

運
動
公
園
ま
で
の
来
訪
者
を
玉
津

ま
で

呼
び

込
む
 

※
ホ
タ
ル
の
森
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
、
水
量
の

確
保

 

 
 

 
 

小
学
生
活
動
の
ホ
タ
ル
育
成
と
の
連
携
 

 
 

 
 

現
在
の
守
山
地
区
の
ホ
タ
ル
祭
を
玉
津
学
区

に
も

拡
大

。
→

 
全

国
的

に
Ｐ

Ｒ
し

て
誇

れ
る

行
事

に
す

る
。
 

み
ん

な
で

玉
津

を
盛

り
上

げ
よ

う
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

 
 

市
民

運
動
公

園
 

運
動
公
園
全
体
を
使
っ
た
“
た
か
ら
も
の
探

し
大

会
”

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
企

画
 

 
 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ズ
等
の
イ
ベ

ン
ト

開
催

 

（
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
て
い
る
人
が

集
ま

る
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
と

連
携

し
て

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

や
ク

イ

ズ
を
神
社
や
寺
に
設
け
て
、
ク
リ
ア
し

た
ら

特
典

付
与
。
）
 

 
 

明
見

の
郷
公

園
 

公
園
内
の
天
神
川
を
利
用
（
せ
き
止
め
て

）
魚
つ

か
み

大
会

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
（

川
に
入
り

や
す

く
整

備

さ
れ
て
い
る
）。

 

釣
っ
た
魚
の
調
理
イ
ベ
ン
ト
（
公
園
で
）
→

湖
魚

調
理

実
習
 

 
 

地
域

の
神
社

、
諏

訪
屋
敷
な
ど
 

地
域
の
人
の
た
め
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

→
 

地
元

の
産

物
（

米
）

な
ど

を
提

供
。
 

 
 

学
区

民
の
つ

ど
い

 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
施
 

 
 

祭
・

行
事
 

学
区
全
体
の
夏
祭
り
等
（
小
学
校
・
地
域
総

合
セ

ン
タ

ー
で

）
→

守
山

学
区

の
夜

市
の

よ
う

な
も

の
 

 
 

 
 

一
本
こ
う
じ
相
撲
大
会
（
各
自
治
会
の
協
力

に
よ

る
共

同
開

催
・
同

時
開

催
、
参

加
者

は
男

性
・
女

性
・
子

供

な
ど
様
々
で
実
施
）
 

 
 

 
 

昔
の
映
画
会
、
盆
踊
り
、
夏
祭
り
、
盆
踊
り

、
ビ

ン
ゴ

大
会
 

 
 

長
刀

祭
 

守
山
全
体
の
祭
に
立
て
直
す
（
他
地
区
か
ら

の
参

加
）
 

全
国
的
に
誇
れ
る
行
事
に
す
る
。
 

 
 

 
 

集
落
共
同
出
演
に
よ
る
見
学
者
の
増
加
（
交

流
）

を
得

る
。

→
 

学
区

全
体

で
参

加
者

を
増

や
す

。
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分
類

 
活

用
す

る
た

か
ら

も
の

 
活

性
化

の
取

り
組

み
 

玉
津

の
特

産
品

活
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

 
 

守
山

メ
ロ
ン
 

守
山
メ
ロ
ン
を
活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
開
発
、

ス
イ

ー
ツ

グ
ラ

ン
プ

リ
の

開
催
 

矢
島

カ
ブ
ラ

、
赤

野
井

う
い
ろ
等
の
特
産
物
 

玉
津
の
特
産
物
を
活
用
し
た
料
理
教
室

の
開

催
 

試
食
会
の
実
施
 

→
 

み
ん
な
の
認
識

を
深

め
る

（
子

供
た

ち
も

含
め

て
）
 

 
 

畑
（

作
物
を

つ
く

れ
る
場
所
）
 

自
然
の
恵
み
感
謝
祭
、
農
産
物
の
品
評
会
 

※
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
の
か
ぼ
ち
ゃ
づ
く
り
 

食
の

地
産

地
消

推
進

プ
ロ

琵
琶

湖
 

琵
琶
湖
の
魚
の
地
産
地
消
の
促
進
 

玉
津

の
行

事
・

イ
ベ

ン
ト

Ｐ
Ｒ

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

神
社

・
仏
閣

・
歴

史
遺
物
・
伝
統
行
事
な
ど
 

伝
統
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
一
つ
の
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
Ｐ

Ｒ
 

 
 

各
た
か
ら
も
の
を
結
ん
だ
歴
史
街
道
マ

ッ
プ

（
歴

史
探

索
コ

ー
ス

）
を

つ
く

り
、

年
間

イ
ベ

ン
ト

を
組

む
。
 

 
 

 
 

各
自

治
会

で
実

施
し

て
い

る
イ

ベ
ン

ト
を

年
間

に
振

り
分

け
実

施
 

→
 

単
発

的
イ

ベ
ン

ト
を

協
力

し
て

実

施
。
 

住
民

の
安

心
・

安
全

創
出

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

 
 

な
な

ま
が
り

（
石

田
）
 

高
齢
者
を
中
心
に
集
え
る
場
→
近
く
で
地
域

の
人

が
集

ま
れ

る
き

っ
か

け
（

当
番

制
で

）
 

助
け

合
い
活

動
・

高
齢

者
に
対
す
る
思
い
や
り
 

誰
も
が
安
心
安
全
な
ま
ち
に
住
み
た
く

な
る

よ
う

な
、
町
中

の
道

路
整

備
や

住
宅

地
の

確
保

。
そ

の
こ

と
を

市

内
に
Ｐ
Ｒ
し
て
新
住
民
を
受
け
入
れ
る

。
 

 
 

な
な

ま
が

り
（

石
田

）
な

ど
の

地
域

の
集

い
の

場
・

子
育
て

サ
ロ

ン
 

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の
場
、
住
民
の

交
流

の
場

づ
く

り
、

住
民

の
集

い
の

場
・

生
き

が
い

形
成
 

定
住

促
進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
災

害
の

少
な

い
地

域
 

企
業
誘
致
に
よ
る
若
者
の
勤
務
地
を
つ
く
る

。
 

 
 

制
度

・
慣
習

の
改

善
 

地
区
計
画
の
策
定
、
調
整
区
域
の
見
直
し
、
学
区

全
体

で
生

活
改

善
見

直
し
（
矢

島
の

よ
う

に
）
→

少
子
化

対

策
・
定
住
促
進
対
策
と
し
て
 

そ
の

他
 

各
種

行
事
 

行
事
の
定
期
化
 

 
 

 
 

行
事
の
企
画
・
実
施
、
中
高
生
の
段
階
に
地

域
で

の
行

事
に

興
味

（
参

加
）

を
持

た
せ

る
。
 

 
 

若
者
 

若
い
人
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
う

場
を

つ
く

る
。
 

 
 

助
成

金
制
度
 

高
齢
者
に
は
敬
老
の
日
に
お
祝
い
金
を
出
す

→
子

供
が

生
ま

れ
た

ら
お

祝
い

金
を

出
す
 

    

9



 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第４回会議での追加・修正意見 

玉津学区の課題・活性化の方向性 

住民が住み続けたい・新しい人

が転入しやすいまちづくり 

○地区計画の検討や策定による住

宅団地の検討など執り利用の仕

組みの見直し 

○地域の生活慣行の見直し（生活

改善申し合わせ） 

○地域の魅力ＰＲ 

○高齢者でも住みやすいまち 

〇若者も住みやすいまち 

交流を活かした農業漁業が元

気な玉津の産業づくり 

○1次産業の６次産業化※ 
※１次産業が 加工・流通販売にも業

務展開すること 

○赤野井湾再生プロジェクト 

 観光漁業、地産地消の促進 

 水運遺構の観光資源化 

○体験型観光 

○市全体での企業誘致 

赤野井湾を中心とした水の自然ネットワークの

再生 

○赤野井湾再生プロジェクト 

○琵琶湖や河川など水の活用 

○植物・魚類の固有種の保護 

○琵琶湖や河川等の地域の水に対する関心を高める 

誰もが安全で安心して暮らせるまちづくり 

○公共交通サービスの確保 

○地区の安全・安心の確保 

伝統を伝え、賑わいを生む玉津の魅力を生かしたまちづくり 

○伝統文化の後継者づくり 

○地区を越えた共同神事の検討 

○地区の歴史に根ざした地域文化の伝承 

○地域の魅力の発信・PR 

○若者が達成感を持てる行事へ（インセンティブの創出） 

○学区全体でのイベントの企画・開催（夏のラジオ体操など、他） 

○琵琶湖を活かした観光 

○諏訪屋敷等の歴史的建造物の活用 

集落内の道路の改修が必要

車がないと移動しづらい

憩える公園の整備が必要

自動車の増加による事故の発生

街灯が少なく、夜危険である

生活環境の整備 

公共交通が不便 

少子化で祭りごとや学区の行事に人が足りない

地域行事への若者の参加が少ない。

お祭りの参加者が減ってきた 神輿をかつぐ人がいない

少子化で子どもが減少し、伝統文化が守れない

自治会単位での活動（運動会など）がしにくくなっている。

守山市内唯一の学区運動会の継続が難しくなっている。

地域の伝統・行事・活動の担い手不足 

里内の川に水が流れていない 

赤野井湾に外来水性植物が増殖

赤野井湾の汚染 

圃場整備で田・道はよくなったが・・・

川や琵琶湖などの自然が失われている 

高齢者の増加 若年層の流出子どもの減少

人口減少・少子高齢化 

人のつながりが希薄化 親戚・近所づきあいの希薄化

自己的な若者の増加

助けあいの精神が希薄化

人と人のつながりの希薄化 

個人主義重視の社会風潮

創っていこう、守っていこう、 

育てていこうという地域の連帯意識が希薄

近所に商店等がなく、買物するところが無い 

飲食店の減少 

1 次産業（農業・漁業）の後継者不足 

農業志向の若者が少ない 

地域産業の衰退 

賑わいがない 

商売をやっていけない 

地域に残る人がいない

調整区域で新しく住宅をつくれない、転入できない 

外来者は空き家、土地を買えない 

新旧住民が共存できる意識・環境が必要 

生活の中で交際費がウェイトを占める。 

派手な習慣は改善すべき 

外来者を受け入れる気持ちが必要 

古い伝統・習慣を押しつけられる負担感 

新しい住民が転入しにくい 

規制緩和 

学区割りの問題 

若者が少なく活気がない

歴史的建造物が活かされていない

子どもや若者が外に出ない（交流しない）

世代間交流が希薄化
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守山まるごと活性化プラン（玉津学区）の取組内容について 

 

１．玉津学区の将来像のテーマ（案）→ 1 案に絞る 

 

 

 

 

 

 

 

２．玉津学区の住民主体のまちづくりプロジェクト（案） 

 

■プロジェクト１  諏訪屋敷再生・活用プロジェクト 

 玉津学区の貴重な文化財である赤野井の諏訪屋敷の再生を図り、まちづくりの拠点として活

用するとともに、地域住民やボランティアが主体となって活用方策の検討、維持管理を行うこ

とにより、地域のまちづくり活動の担い手の育成の場としての利用を進めます。 

●取組１ 諏訪屋敷を活用した住民主体の憩いの場づくり 

  →諏訪屋敷を市民が集う場として再生 

  →住民が主体となったまちづくり拠点としての活用方策の検討 

  →地域住民・ボランティアによる維持管理・運営 

●取組２ 諏訪屋敷を軸とした農村文化まるごと体験 

  →河川や琵琶湖、諏訪屋敷などの古民家を活用したまちづくりの推進 

  →農産物生産や薬材の植え付け、茶室の活用による農村文化の伝承 

  →地域住民がもてなす体験型観光プログラムの内容検討と試行 

 

 

■プロジェクト２  玉津の歴史・伝統文化活用プロジェクト 

 東・西別院、少林寺、両宮神社（天満宮・若宮神社）、武道天神社をはじめとする玉津の歴

史を今に伝える数多くの神社・仏閣、歴史文化資源を生かし、玉津の魅力を学区内外の人によ

りよく知ってもらうとともに、住民が誇りをもって、歴史・伝統・文化を次代に引き継いでい

ける仕組みをつくります。 

●取組１ 歴史・伝統文化の語り部の育成と活躍の場づくり 

 ・歴史・伝統・文化資源の情報整理と共有化 

→文献整理、写真記録、言い伝えの掘り起し、神社・お寺との連携など 

・玉津の歴史・伝統・文化の語り部の育成 

→玉津のみどころ達人養成講座、玉津検定プログラムの作成など 

案１：玉津の伝統文化を活かし、先人の暮らしの知恵を子供たちに引き継ぐまち 

案２：誰もが羨む“ひと・まち・暮らし”、玉津は全員参加でそんなまちをめざします。 

案３：“五感”で楽しめるまち 人が集うまち 玉津！ 

案４：水運遺構や古街道、農村生活文化など地域の個性が輝くまち 玉津 
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・玉津の語り部が活躍できる機会づくり 

 →老人クラブ・婦人会・子供会等との連携、守山市のイベントとの連携、 

案内拠点（窓口）の設置など 

●取組２ 玉津の伝統文化の遊びを次代に伝える仕組みづくり 

→子供を対象にして、地域の神社・仏閣、鎮守の森の自然素材で作る「し 

おり、おもちゃづくり」等のイベント実施など 

 

 

■プロジェクト３  玉津お宝発見プロジェクト 

 玉津学区の名所を選定するとともに、隠れた名所（知る人ぞ知る名所）を発掘し、多くの人

に玉津の魅力を楽しんでもらう住民参加型の仕組みをつくります。 

●取組１ 玉津の隠れた名所の掘り起しと名所選定、手作りツアーの実施 

  →玉津を歩こう会・お宝発見ツアーの開催、ガイドブックの作成、継続 

イベントの企画、散策場所のわかりやすい説明板の設置など 

●取組２ 水辺の遊歩道づくり 

→琵琶湖から天神川をさかのぼって諏訪屋敷まで行ける遊歩道の整備、 

散策コースの整備、案内看板の設置、遊歩道を花で飾る住民活動など 

●取組３ 遊休地等の地域資源を活かした住民の生きがい・仲間づくり・交流の促進 

  →市民農園等の整備、手作り農産物の品評会・即売会、フリーマーケッ 

トの開催、スローライフの情報発信など 

 

 

■プロジェクト４  赤野井湾再生プロジェクト 

 湖岸の歴史と生活文化の記憶を今に伝える赤野井湾の水運遺構（えり市、えり寅、湊屋、廻

船問屋、田舟、えり漁法）を再生・活用して、多くの人が琵琶湖の歴史と生活文化を学べる機

会を創出するとともに、赤野井湾漁業を観光資源化して湖岸の集客を図り、地域の活性化につ

なげます。 

  ●取組１ 赤野井湾漁業の観光資源化 

→観光漁業の導入、赤野井湾ウォッチャー（外から来ていただく） 

→屋形船ツアー（草津のハスも取り込んだ観光ツアー）など 

→モロコやフナが釣れるような水環境の整備 

  ●取組２ 水運遺構の整備・活用 

  →水運遺構の発掘・再生、案内情報の提供 

→琵琶湖～諏訪屋敷を結ぶ水上の散策コースづくり 
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■プロジェクト５  琵琶湖の自然満喫プロジェクト 

 琵琶湖・内湖・川、そこに生息する動植物と営みの蓄積を生かして、学区内外の人が自然環

境を満喫しながら、心身の健康づくりを実現できるような環境整備を進めます。 

  ●取組１ 五感を使った琵琶湖の自然を学べる仕組みづくり 

  →ＮＰＯ法人と手を組んで外来種植物除去を授業の一環にしたり、子供 

たちが楽しんで地域の“宝もの”を五感で知るきっかけをつくる。 

  →子供の自然体験基地としての赤野井湾周辺の整備（カヌー、カヤック、 

田舟、魚つかみ、魚釣り大会） 

  →探検ツアーの企画（学区の子供会、保護者が主体となり計画して実施）など 

  ●取組２ 琵琶湖湖岸の集客スポットづくり 

  →湖周道路の賑わいの創出（ボンボリ・照明などを自治会の協力で実施） 

  →湖周ロードの設定、体力づくりコース、健康づくりリーダーの育成 

  →美しい琵琶湖を眺める心の安らぎスポット、恋と出会いのスポットの 

整備、マザーレイク実感スポットの整備など 

 

■プロジェクト６  玉津ホタル祭り推進プロジェクト 

 守山市のシンボルでもあるホタルを全市的に広めていくため、学区内でのホタル保護区を設

定、環境整備を行って、運動公園までのホタル観賞観光客を玉津学区まで呼び込める仕掛けを

つくります。 

  ●取組１ 天神川などをホタルの保護区として整備・ＰＲ 

  →水量の確保、ホタルの森のノウハウの活用、小学校のホタル育成との 

連携強化 など 

  ●取組２ 玉津ホタル祭りの企画 

  →現在の守山地区のホタル祭を他学区（玉津学区含む）まで拡大し、全 

市をあげてのホタル祭りとして盛り上げる 

  →全国的にホタル祭りをＰＲして、市民が誇れる全市的行事に拡大 など 

 

■プロジェクト７  みんなで玉津を盛り上げようプロジェクト 

 玉津学区の各自治会が連携し、市民運動公園や地域の神社、諏訪屋敷などの名所を活用し、

伝統ある祭りや学区民の集いなどの機会を通じて、玉津を学区民全体で盛り上げるイベントを

推進します。 

  ●取組１ みんなで楽しむイベントの企画 

  →運動公園全体を使った“宝もの探し大会”などのイベントの開催 

  →スタンプラリー・クイズ等のイベントの開催（運動公園で実施され 

ている人が集まるフリーマーケットと連携して、スタンプラリーやク 

イズを神社や寺に設けて、クリヤしたら特典を付与） 

  →運動公園の天神川を利用した魚つかみ大会などのイベントの開催、釣 
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った魚の調理イベント（湖魚調理実習など） 

  →学区の神社や名所（諏訪屋敷など）などを活用した地域の人のための 

フリーマーケットの開催（地元の産物などを提供）など 

  ●取組２ 伝統ある行事を盛り上げる 

  →長刀祭などの伝統ある祭りを守山市全体の祭りに立て直す。 

（他地区からの参加者を募る）、集落共同出演による見学者の増加（交流） 

→一本こうじ相撲大会（各自治会の協力による共同開催・同時開催、参 

加者は男性・女性・子供など様々な人を想定、新しい企画） 

  →昔の映画祭、盆踊り、夏祭り、盆踊り、ビンゴ大会など自治会の連携 

による、季節・時期を合わせた学区としてのリレーイベントの開催など 

  ●取組３ 玉津の行事・イベントのＰＲ 

  →伝統行事・イベントなどを一つのパンフレットでＰＲ（自治会で協力 

して企画） 

  →各自治会の“宝もの”を結んだ歴史街道マップ（歴史探索コース）を 

作り、年間イベントを組む 

  →各自治会で実施している各種イベントを年間に振り分け実施する。単 

発的イベントを協力して実施など 

 

■プロジェクト８  玉津の特産品活用プロジェクト 

 地区の特産物を活用して、新たな加工品・商品を開発するとともに、その過程をみんなで楽

しめるイベントとすることにより、地域の地場産業の活性化を図ります。 

  ●取組１ 地域の新しい特産物の開発 

  →守山メロンを活用したスイーツの開発、スイーツグランプリの開催 

  →矢島かぶら、赤野井ういろなどの玉津の特産物を活用した料理教室の 

開催、試食会の実施（子供会行事とのタイアップ） 

  →遊休地を活用した市民農園の作物などを活用し、自然の恵み感謝祭、 

手作り農産物の品評会、ハロウィンの時期のかぼちゃづくりなど 

 

■プロジェクト９  食の地産地消推進プロジェクト 

 地元の農産物の利用を促進し、地域の第 1次産業を活性化するため、新鮮・安全・作り手の

顔の見える安心食材の地産地消を推進します。 

  ●取組１ 湖魚の地産地消の促進 

  →モロコ・鮒・ブラックバスなどの琵琶湖の湖魚のメニュー開発、 

料理教室の開催、地元の食材によるグルメイベントの開催など 

  ●取組２ 地元農産物の地産地消の促進 

  →地元での作った野菜の料理教室、品評会の開催、グルメイベントの開 

         催、共同チームによる直場所等への出品検討など 
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■プロジェクト１０  住民の安心・安全創出プロジェクト 

 子供やお年寄りが安心して暮らせる地域をめざすため、助け合い活動、見守り活動、お年寄

りの居場所づくり、子育て支援活動などの住民同士の温もりのある互助活動を進めます。 

  ●取組１ 高齢者の居場所づくり 

  →高齢者を中心に住民が集える場の整備（石田の“ななまがり”のような地 

域の人が集まれるきっかけの場所）など 

  ●取組２ 地域の安全・安心創出活動 

  →地域の安全・安心の創出に向け、自治会・婦人会・老人会といった地 

域組織と行政、警察、消防等との関係団体との連携・協力体制の充実など 

 

 

■プロジェクト１１  定住促進プロジェクト 

 少子高齢化が進む社会情勢を念頭に、地域の活性化に向け、新しい住民の受け入れ態勢、今

住んでいる人がより住みやすくなるよう社会慣行のあり方を、地域が主体となって見直します。 

  ●取組１ 地区計画の検討・調整区域の見直し 

  →地域のあるべき姿を住民同士が検討・共有化し、地域の活性化に向け 

た地区計画の策定の検討、調整区域の見直しなど、行政と一体となっ 

た取り組みの推進など 

  ●取組２ 生活慣行の見直し 

  →社会環境の変化に対応し、地域住民がより住みやすくなる地域の社会 

慣行のあり方の協議、必要な見直しに向けた取り組みの推進など 

  ●取組３ 将来のまちづくりに向けた協議の場への若者の参加促進 

  →将来の玉津のまちづくりを若い人と一緒に進めるため、若い人も参加しや 

すい協議の場の工夫など 

15



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




